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合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（５月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

５月
がつ

３１日
にち

（火
ひ
）１３：３０ ～ １７：００  

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうむね

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

大 谷
おおたに

座 長
ざちょう

、宮田
みやた

副 座 長
ふくざちょう

、柏 女
かしわめ

委員
いいん

、君
きみ

塚
つか

委員
いいん

、水津
すいづ

委員
いいん

、長瀬
ながせ

委員
いいん

 

     

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

【 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条 約
じょうやく

について】 

・報 告 書
ほうこくしょ

の 第 一
だいいち

案
あん

を作 成
さくせい

し、皆
みな

さんに提 案
ていあん

した。それに対
たい

して皆
みな

さんからご

意見
いけん

を頂
いただ

いたので、それを踏
ふ
まえて第二

だいに
案
あん

を本 日
ほんじつ

提 案
ていあん

したい。この案
あん

をもとに、

本 日
ほんじつ

の議論
ぎろん

を進
すす

めてゆきたい。前 回
ぜんかい

、議論
ぎろん

することになっていた入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から

始
はじ

めたい。 

 その前
まえ

に、 国 際 的
こくさいてき

な流
なが

れを情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

したいと思
おも

う。 

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の国 際
こくさい

モニタリング
も に た り ん ぐ

がはじまった。条 約
じょうやく

を締 結
ていけつ

した 国
くに

は、

２ 年
ねん

以内
いない

に１回目
かいめ

の 報 告
ほうこく

をすることになっている。 第
だい

１回目
かいめ

は、チュニジア
ち ゅ に じ あ

の

報 告
ほうこく

があった。18名
めい

の専 門 家
せんもんか

のうち、15名
めい

が障 害 者
しょうがいしゃ

という構 成
こうせい

で審査
しんさ

してい

た。障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

委 員 会
いいんかい

の所 見
しょけん

が示
しめ

されているので、今後
こんご

、日本
にほん

が 批 准
ひじゅん

した

際
さい

の 参 考
さんこう

となる。 例
たと

えば、家庭
かてい

での 虐 待
ぎゃくたい

について 報 告
ほうこく

される 率
りつ

が 尐
すく

なく、

深 刻
しんこく

な問 題
もんだい

となっていることが議論
ぎろん

されていた。 

・ 国 内
こくない

での委 員 会
いいんかい

はどこなのか。 

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

にある障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委 員 会
いいんかい

がなるのではないか。 

 

【 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

（障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

）（ 案
あん

）第
だい

２案
あん

について】 

・これまでの議事
ぎ じ

概 要
がいよう

をもとに報 告 書
ほうこくしょ

案
あん

を作 成
さくせい

した。第
だい

２案
あん

をメール
め ー る

でお送
おく

り

したので、これをベース
べ ー す

に進
すす

める。第
だい

１案
あん

からの大
おお

きな修 正 点
しゅうせいてん

は、療 育
りょういく

を項
こう

と

して立
た
てたことだ。 障 害 者

しょうがいしゃ
基 本 法
きほんほう

の改 正
かいせい

案
あん

を踏
ふ
まえて、 内 容

ないよう
を 記 述

きじゅつ
した。

この他
ほか

、いわゆるつなぎ法
ほう

で実 現
じつげん

されたこと、その方
かた

向 性
こうせい

の在
あ
り方

かた
について盛

も
り

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい

 

H23.6.23 資 料
しりょう

１６ 
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込
こ
んだつもりだ。不 十 分

ふじゅうぶん
であれば、指摘

してき
して欲

ほ
しい。 

まず、障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

についてはどうか。 

【 障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

について】 

・論 点
ろんてん

整理
せいり

にしたがって議論
ぎろん

すると思
おも

い、資 料
しりょう

を用意
ようい

した。報 告 書
ほうこくしょ

案
あん

では 主 張
しゅちょう

していた部分
ぶぶん

がかなり盛
も
り込

こ
まれているので、提 出

ていしゅつ
した資 料

しりょう
については、読

よ
んでお

いて欲
ほ
しい。 

・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の位置
い ち

づけとして、在 宅
ざいたく

支援
しえん

とともに入 所
にゅうしょ

による支援
しえん

は車
くるま

の 両 輪
りょうりん

で

あるという言葉
ことば

を入
い
れて欲

ほ
しい。 

・在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が柱
はしら

になるのに、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は車
くるま

の両 輪
りょうりん

で良
よ
いのか。な

らば、家族
かぞく

支援
しえん

、在 宅
ざいたく

支援
しえん

のための両 輪
りょうりん

という言葉
ことば

にして欲
ほ
しい。 

・両 輪
りょうりん

とは違
ちが

う。地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるため、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

も一 時 的
いちじてき

にあると

いう理解
りかい

だ。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

も在 宅
ざいたく

への支援
しえん

をしてきている。 

・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

も 在 宅
ざいたく

支援
しえん

をしているということは、報 告 書
ほうこくしょ

に取
と
りいれた。地域

ちいき
ケア
け あ

、

家族
かぞく

ケア
け あ

を 支
ささ

えるものとして、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

があるという 内 容
ないよう

だ。しかし、それを

表 現
ひょうげん

するために、両 輪
りょうりん

という言葉
ことば

を使
つか

うと、誤解
ごかい

が生
しょう

じる。在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

を支
ささ

え

るという文 言
ぶんげん

で良
よ
いのではないか。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、母子
ぼ し

入 園
にゅうえん

など多機能
たきのう

であるべきという言葉
ことば

を入
い
れて欲

ほ
しい。

福 祉 型
ふくしがた

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

も多機能
たきのう

であるべきだ。 

・ 在 宅
ざいたく

の 障 害 児
しょうがいじ

の 育
そだ

ちをサポート
さ ぽ ー と

するための 社 会 的
しゃかいてき

資源
しげん

のストック
す と っ く

としての

多機能
たきのう

という内 容
ないよう

は盛
も
り込

こ
んである。 

・「児者
じしゃ

一 貫
いっかん

」の文 言
ぶんげん

を 報 告 書
ほうこくしょ

に入
い
れてもらいたい。 

・「児者
じしゃ

一 貫
いっかん

」は処 遇
しょぐう

職 員
しょくいん

の継 続
けいぞく

なり、しっかりとした引
ひ
き継

つ
ぎをして支援

しえん
すべ

きであり、すべての障 害 児
しょうがいじ

に共 通
きょうつう

であるので、記載
きさい

できないか。 

・「児者
じしゃ

一 貫
いっかん

」は、それぞれの立場
たちば

で 使
つか

っている意味
い み

が異
こと

なるため、報 告 書
ほうこくしょ

で使
つか

わなかった。重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

に 必 要
ひつよう

な支援
しえん

は、本 来
ほんらい

、次
つぎ

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

でも同
おな

じ支援
しえん

が受
う
けられることを保 障

ほしょう
することであるはずだ。ここで、言葉

ことば
の意味

い み
を

定義
ていぎ

することは有意義
ゆういぎ

ではない。支援
しえん

の方 向 性
ほうこうせい

を 示
しめ

すべきで、「児者
じしゃ

継 続
けいぞく

した

支援
しえん

」と言
い
うべきではないか。 

・報 告 書
ほうこくしょ

案
あん

の重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

の地域
ちいき

移行
いこう

の 前
まえ

に、「児者
じしゃ

の継 続
けいぞく

した支援
しえん

が
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必 要
ひつよう

とされる」と加
くわ

えればよいのではないか。 

・地域
ちいき

移行
いこう

の 流
なが

れは 尊 重
そんちょう

するが、お 金
かね

をかけた地域
ちいき

移行
いこう

モデル
も で る

は非 現 実 的
ひげんじつてき

だ。

サービス
さ ー び す

の組
く
み合

あ
わせで 支

ささ
えていく仕組

し く
みが必 要

ひつよう
で、 社 会

しゃかい
資源
しげん

の整備
せいび

が 重 要
じゅうよう

で

ある。 

・地域
ちいき

移行
いこう

について、家庭
かてい

復帰
ふっき

を目 的
もくてき

にするのではなく、 社 会 的
しゃかいてき

資源
しげん

の 充 実
じゅうじつ

に

ついて盛
も
り込

こ
みたい。 

・ 実 証 的
じっしょうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

という言葉
ことば

が２回
かい

出
で
てくるので、ここは整理

せいり
したい。 

・自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

についてだが、療 育
りょういく

支援
しえん

計 画
けいかく

というのがある。児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

の子
こ

どもは、比 較 的
ひかくてき

障 害
しょうがい

が 軽
かる

いが、全
すべ

て自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

になるのか。 

・児童
じどう

福 祉 法
ふくしほう

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

では、乳 児
にゅうじ

でも自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

なので問 題
もんだい

ない。現 在
げんざい

、

障 害
しょうがい

（措置
そ ち

）は規定
きてい

がないので、第
だい

２案
あん

にある「現 行
げんこう

どおり」の文 言
ぶんげん

は削
けず

除
じょ

し、内 容
ないよう

はこれで良
よ
いだろう。 

・社 会 的
しゃかいてき

養護
ようご

では運 営
うんえい

ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

することになっている。障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

でも考
かんが

えていいのではないか。 

・障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の 冒 頭
ぼうとう

の結 論
けつろん

だが、決 定
けってい

権 限
けんげん

や寄 宿 舎
きしゅくしゃ

に関
かん

する 表 現
ひょうげん

が 含
ふく

まれていないので、結 論
けつろん

を複 数
ふくすう

用意
ようい

するべきではないか。 

・「障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

と障 害 児
しょうがいじ

の最 善
さいぜん

の利
り

益
えき

」については、オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

はどう

なのか。行 政
ぎょうせい

処 分
しょぶん

に 対
たい

し、不服
ふふく

申
もう

し立
た
ての制度

せいど
もある。 

・「入 所
にゅうしょ

期間
きかん

」については、措置
そ ち

が有
ゆう

期限
きげん

であることがおかしい、自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の

見直
みなお

しが必 要
ひつよう

ではないか。 

・「家庭
かてい

に近
ちか

い療 育
りょういく

の整備
せいび

」については、題 名
だいめい

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を追加
ついか

すべきだ。

また、障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の小規模化
しょうきぼか

、ユニット化
ゆ に っ と か

が必 要
ひつよう

だと 加
くわ

えて欲
ほ
しい。 

・「 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の一 元 化
いちげんか

」については、 題 名
だいめい

は「 医 療 型
いりょうかた

の在
あ
り方

かた
」が 適 当

てきとう
では

ないか。またここに、「生 活
せいかつ

の 質
しつ

の向 上
こうじょう

」の文 言
ぶんげん

がが必 要
ひつよう

ではないか。医 療 型
いりょうかた

を 更
さら

に区分
くぶん

することはないため、細 分 化
さいぶんか

しないという表 現
ひょうげん

はおかしいだろう。 

・「入 所
にゅうしょ

決 定
けってい

権 限
けんげん

の市 町 村
しちょうそん

関与
かんよ

」について、「専 門 性
せんもんせい

の確保
かくほ

及
およ

び地域
ちいき

格差
かくさ

を生
う
まないために都道府県

とどうふけん
が 入 所

にゅうしょ
を 決 定

けってい
することとしても」の 文 言

ぶんげん
は、児童

じどう

相 談 所
そうだんじょ

の意見
いけん

等
とう

を義務化
ぎ む か

すれば、 市 町 村
しちょうそん

でも可能
かのう

なので、 削 除
さくじょ

すべきだ。

削 除
さくじょ

しなければ、報 告 書
ほうこくしょ

を承 認
しょうにん

できない。 

・ 社 会 的
しゃかいてき

養護
ようご

でも施設
しせつ

長
ちょう

の資格化
しかくか

をはかっているので、福 祉 型
ふくしがた

の 障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ
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施設
しせつ

でも施設
しせつ

長
ちょう

の資格化
しかくか

または研 修
けんしゅう

を追加
ついか

するのはどうか。 

・ 医 療 型
いりょうかた

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

について、１ 案
あん

のような 特 性
とくせい

（ 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

や肢体
したい

不自由
ふじゆう

）を配 慮
はいりょ

するという文 言
ぶんげん

を入
い
れた方

かた
が良

よ
いのではないか。 

・肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

は 治
なお

すための医 療
いりょう

、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

は命
いのち

や 生 活
せいかつ

を

守
まも

るための医 療
いりょう

で、医 療
いりょう

の内 容
ないよう

が異
こと

なる。 

・子
こ
どもの状 態

じょうたい
よりも入 所

にゅうしょ
した施設

しせつ
によって、重 症

じゅうしょう
心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

か肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

かのラベル
ら べ る

が貼
は
られるが、 本 来

ほんらい
はアセスメント

あ せ す め ん と
に 基

もと
づき 評

ひょう
価
あたい

されるべきものだ。

医 療 型
いりょうかた

をさらに細
こま

かくするべきではない。 

・ 専 門 性
せんもんせい

を 設
もう

けても良
よ
いことになっているし、つなぎ法

ほう
で区分

くぶん
される訳

やく
でもないの

で、「医 療 型
いりょうかた

をさらに細
こま

かく区分
くぶん

するべきではない。」の文 言
ぶんげん

は削
さく

除
じょ

すべきだ。 

・家族
かぞく

支援
しえん

については、ＮＩＣＵからの移行
いこう

だけではなく、家庭
かてい

での育児
いくじ

支援
しえん

も位置
い ち

づ

けた方
かた

が良
よ
いのではないか。 

・ 了 解
りょうかい

だ。この部分
ぶぶん

に、家庭
かてい

での育児
いくじ

支援
しえん

を加
くわ

えることにしたい。 

・ 専 門
せんもん

職
しょく

の配置
はいち

の項 目
こうもく

を 設
もう

けてはどうか。第
だい

１ 案
あん

には入
はい

っていた。 

・通 所
つうじょ

施設
しせつ

でも 必 要
ひつよう

なので、全 体
ぜんたい

を通
つう

じたものとして専 門
せんもん

職
しょく

の項 目
こうもく

を入
い
れて

はどうか。 

 

【 報 告 書
ほうこくしょ

 全 体
ぜんたい

について】 

・「 障 害 児
しょうがいじ

の基 本 的
きほんてき

権利
けんり

と権利
けんり

擁護
ようご

」についてだが、障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

改 正
かいせい

の際
さい

に議論
ぎろん

した 内 容
ないよう

を入
い
れた。オンブズパーソン

お ん ぶ ず ぱ ー そ ん
については、保護者

ほごしゃ
との契 約

けいやく
になるの

で、意見
いけん

表 明 権
ひょうめいけん

との関 係
かんけい

で、チェック
ち ぇ っ く

することが必 要
ひつよう

なので入
い
れた。内 容

ないよう
につ

いて、問 題
もんだい

が無
な
ければこの部分

ぶぶん
は文 言

ぶんげん
修 正
しゅうせい

で 対 応
たいおう

したい。 

・オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

は否定
ひてい

はしないが、現 行
げんこう

、児童
じどう

福 祉 審
ふくししん

議会
ぎかい

や 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

システム
し す て む

がその 役 割
やくわり

を 担
にな

っている。 厚 労 省
こうろうしょう

のコメント
こ め ん と

にはそのように出
で
てくると 思

おも
う。

既存
きそん

の制度
せいど

が機能
きのう

していないことを文 面
ぶんめん

に盛
も
り込

こ
まないと、新

あら
たに必 要

ひつよう
かどうか

説 得 力
せっとくりょく

を持
も
たない。 

・文 言
ぶんげん

修 正
しゅうせい

をして、子
こ
どもの視点

してん
に立

た
つ権利

けんり
擁護
ようご

としてオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

を法 定 化
ほうていか

するというという文 言
ぶんげん

にしたい。 

・ 通 所
つうじょ

支援
しえん

は、児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーだけではないので、等
とう

を加
くわ

えて欲
ほ
しい。 

・ 医 療 型
いりょうかた

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

について、 重 症 児
じゅうしょうじ

の 生 活
せいかつ

の 質
しつ

を 保 障
ほしょう

するためにという
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文 言
ぶんげん

にして欲
ほ
しい。 

・障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

について、客 観 性
きゃくかんせい

、透 明 性
とうめいせい

を担
たん

保
ほ
するために、新

あら
たに障 害

しょうがい
支援
しえん

区分
くぶん

が必 要
ひつよう

だと考
かんが

える。この点
てん

について、検 討
けんとう

すべきだった。 

・ 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

は廃止
はいし

の 方 向 性
ほうこうせい

が出
で
ている。そういう流

なが
れであるのに、程度

ていど
区分
くぶん

について書
か
くのはいかがなものか。 

・積
つ
み 残

のこ
しの課題

かだい
になると思

おも
うが、どうか。障 害 児

しょうがいじ
だけではなく、全 体

ぜんたい
に関

かか
わる

問 題
もんだい

である。積
つ
み残

のこ
しという文 言

ぶんげん
は、他

ほか
チーム
ち ー む

との調 整
ちょうせい

をはかるべき事項
じこう

とし

て 表 題
ひょうだい

を変
か
えたい。 

・経 営
けいえい

にかかわる問 題
もんだい

になるので、慎 重
しんちょう

に扱
あつか

って欲
ほ
しい。先

さき
ほどの意見

いけん
、施設

しせつ
長
ちょう

について、新
あら

たに規制
きせい

を設
もう

けることは、不 適 切
ふてきせつ

であると思
おも

う。入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に、心理
しんり

職
しょく

を配置
はいち

するべきだ。 

・福 祉 型
ふくしがた

の施設
しせつ

については、施設
しせつ

長
ちょう

の資格
しかく

に何
なに

か規制
きせい

を設
もう

けても良
よ
いと 思

おも
ってい

る。 

・ 第
だい

２次
じ

案
あん

は、「児童
じどう

一 般
いっぱん

施策
しさく

から 排 除
はいじょ

されることのないように、 根 拠
こんきょ

となる

規定
きてい

を」とあるが、法 律 上
ほうりつじょう

、阻害
そがい

する規定
きてい

を設
もう

けなければ利用
りよう

はできる。法 律
ほうりつ

に

規定
きてい

というよりも制度
せいど

の仕組
し く

みづくりの 問 題
もんだい

になる。語尾
ご び

の 文 言
ぶんげん

を 修
しゅう

正
せい

し、

具 体 的
ぐたいてき

な例示
れいじ

があったほうが分
わ
かりやすい。 

・例示
れいじ

として、後 段
こうだん

にある保 育 所
ほいくじょ

等
とう

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の訪 問
ほうもん

対 象
たいしょう

に家庭
かてい

を加
くわ

え

ることも検 討
けんとう

したい。 

・「保 育 所
ほいくじょ

等
とう

での支援
しえん

」と「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

での支援
しえん

」については、２３年
ねん

２月
がつ

の

「 幼
よう

保
ほ

一 体 化
いったいか

ワーキングチーム
わ ー き ん ぐ ち ー む

」 作 成
さくせい

資 料
しりょう

を 引 用
いんよう

しているが、５ 月
がつ

に基本
きほん

制度
せいど

ワーキングチーム
わ ー き ん ぐ ち ー む

を 行
おこな

っているので 最 新
さいしん

資 料
しりょう

があるはずだ。その 内 容
ないよう

を

確 認
かくにん

して、記載
きさい

内 容
ないよう

を 検 討
けんとう

すべきだろう。ここに指 導 員
しどういん

の加配
かはい

を 加
くわ

えて欲
ほ
し

い。 

・「要保護
ようほご

児童
じどう

としての障 害 児
しょうがいじ

」については、専 門
せんもん

里 親
さとおや

制度
せいど

等
とう

に対
たい

し施設
しせつ

が支援
しえん

する仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

ではないか。専 門
せんもん

里 親
さとおや

やファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

を結 論
けつろん

に 加
くわ

えて欲
ほ

しい。 

・児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

と入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

について、「 両 施 設
りょうしせつ

の差異
さ い

が尐
すく

なくなっている」は、

誤解
ごかい

が生
しょう

じかねないため、削 除
さくじょ

して欲
ほ
しい。 

・「保 育 所
ほいくじょ

等
とう

での支援
しえん

」で 財 源
ざいげん

を確保
かくほ

することとあるが、財 源
ざいげん

は他
ほか

の 項 目
こうもく

にも
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関
かか

わるのでここで触
ふ
れるのは尐 々

しょうしょう
違和感
いわかん

がある。 

・財 源
ざいげん

確保
かくほ

についてこの部分
ぶぶん

は削
けず

除
じょ

し、「はじめに」のところに盛
も
り込

こ
むことにした

い。 

・「障 害 児
しょうがいじ

施策
しさく

」についてだが、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の記 述
きじゅつ

は、訪 問
ほうもん

チーム
ち ー む

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

）からの意見
いけん

を受
う
けて 記 述

きじゅつ
した。 

・きょうだい支援
しえん

にある、 異
こと

なる取 扱
とりあつか

いという 表 現
ひょうげん

は、誤解
ごかい

を生
しょう

じさせるため、

不利益
ふりえき

が生
しょう

じない等
とう

の 表 現
ひょうげん

に 修
しゅう

正
せい

すべきだ。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

が 作 成
さくせい

するサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、 障 害 児
しょうがいじ

のサービス
さ ー び す

だけでなく、こ

ども園
えん

などの 一 般
いっぱん

施策
しさく

と共 通
きょうつう

の 計 画
けいかく

を作 成
さくせい

し、代理
だいり

申 請
しんせい

扱
あつか

いとすることが

必 要
ひつよう

なので、表 現
ひょうげん

を工夫
くふう

すべき。 

・「ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

」と「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」の順 番
じゅんばん

を入
はい

れかえたほうがよい。個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

とサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の言葉
ことば

を 正 確
せいかく

に使
つか

い分
わ
けるべきだ。 

・個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

は福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

計 画
けいかく

や教 育
きょういく

計 画
けいかく

を 含
ふく

んだライフスタイル
ら い ふ す た い る

全 体
ぜんたい

に繋
つな

がるようなものと考
かんが

えている。 

・個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の中
なか

に 医 療
いりょう

の計 画
けいかく

は盛
も
り込

こ
みにくい。どのような医 療

いりょう
を利用

りよう
す

るのか、排 除
はいじょ

せずに書
か
いて欲

ほ
しい。 

・医 療
いりょう

については、手 術
しゅじゅつ

は、予
あらかじ

め予測
よそく

できるかもしれないが、風邪
か ぜ

等
とう

は、予測
よそく

でき

るものではないだろう。計 画
けいかく

に盛
も
り込

こ
むのは、難

むずか
しいと内 容

ないよう
もあるだろう。 

 

・ 全 体
ぜんたい

を通
つう

じて、ここで挙
あ
げられている事項

じこう
の他

ほか
に盛

も
り込

こ
むことはないか。 

・障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

などの人 材
じんざい

養 成
ようせい

、専 門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

。配置
はいち

基 準
きじゅん

の

向 上
こうじょう

も 必 要
ひつよう

だ。保育士
ほいくし

の 処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

や 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

職 員
しょくいん

の配置
はいち

基 準
きじゅん

の 向 上
こうじょう

も書
か
き込

こ
むようにして欲

ほ
しい。 

・ 報 酬
ほうしゅう

については、 現 行
げんこう

の制度
せいど

では地域
ちいき

移行
いこう

を 促 進
そくしん

しておきながら、 実 際
じっさい

に

入 所 者
にゅうしょしゃ

が 外 泊
がいはく

すると報 酬
ほうしゅう

が減
へ
ってしまう。事務費

じ む ひ
は月 払

つきばら
い、事 業 費

じぎょうひ
は日

ひ
払
はら

い

など制度
せいど

設 計
せっけい

次第
しだい

で工夫
くふう

するべきだろう。また、未納
みのう

問 題
もんだい

についても、含
ふく

めて書
か

くべきだろう。 

 

【 修 正
しゅうせい

内 容
ないよう

の確 認
かくにん

】 

・時間
じかん

も迫
せま

ってきたので修 正
しゅうせい

箇所
かしょ

を 確 認
かくにん

したい。 
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 （1）「はじめに」に、財 源
ざいげん

保 障
ほしょう

について文 章
ぶんしょう

を加
くわ

えることにしたい。以降
いこう

にあ

る財 源
ざいげん

確保
かくほ

の文 言
ぶんげん

は、削 除
さくじょ

する。 

 （2）オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

については、既
すで

に行
おこな

われている各 施 策
かくしさく

を整理
せいり

した上
うえ

で、子
こ
ど

もの視点
してん

に立
た
った権利

けんり
擁護
ようご

の仕組
し く

みを制度化
せいどか

することという文 言
ぶんげん

にする。 

 （3）根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を 設
もう

けるという表 現
ひょうげん

は、具 体 的
ぐたいてき

な例示
れいじ

を明 確
めいかく

にし、仕組
し く

みを作
つく

るという文 言
ぶんげん

にする。 

 （4）個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

とサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の文 言
もんごん

の使
つか

い方
かた

を整理
せいり

する。 

 （5）放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

に、指 導 員
しどういん

の加配
かはい

するという内 容
ないよう

を 加
くわ

える。 

（6）要保護
ようほご

児童
じどう

としての障 害 児
しょうがいじ

に、専 門
せんもん

里 親
さとおや

やファミリーフォーム
ふ ぁ み り ー ふ ぉ ー む

の 必 要 性
ひつようせい

を結 論
けつろん

に加
くわ

える。「 両 施 設
りょうしせつ

の差異
さ い

が尐
すく

なくなってきているが、その連 携
れんけい

の

在
あ
り方

かた
は児童

じどう
福 祉 法
ふくしほう

に規定
きてい

されていない」は、削 除
さくじょ

する。 

  障 害 児
しょうがいじ

の重 症 化
じゅうしょうか

が進
すす

んでおり、重 症 度
じゅうしょうど

からみると差違
さ い

が小
ちい

さくはなって

きていない。 

 （7）通 所
つうじょ

支援
しえん

にある児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに 等
とう

を加
くわ

える。 

 （8）医 療 型
いりょうかた

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

では、重 症 児
じゅうしょうじ

の生 活
せいかつ

の質
しつ

を保 障
ほしょう

するためにと 文 言
ぶんげん

の順 番
じゅんばん

を変
か
える。 

 （9）入 所
にゅうしょ

期間
きかん

にある「現 行
げんこう

どおり」の文 言
ぶんげん

は、削 除
さくじょ

する。 

 （10）家庭
かてい

に 近
ちか

い養 育
よういく

の整
ただし

備
そなえ

に、小規模化
しょうきぼか

ユニット化
ゆ に っ と か

を加
くわ

える。 

 （11）入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に、社 会
しゃかい

資源
しげん

として 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を活 用
かつよう

するべきという 文 言
ぶんげん

を 加
くわ

える。 

 （12）NICU からの在 宅
ざいたく

移行
いこう

に、家族
かぞく

支援
しえん

の文 言
ぶんげん

を加
くわ

える。 

 （13）入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の一 元 化
いちげんか

にある、「医 療 型
いりょうかた

を 更
さら

に細
こま

かく区分
くぶん

すべきではない」

を削 除
さくじょ

する。 

 （14）入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の多機能化
たきのうか

、地域
ちいき

ネットワーク
ね っ と わ ー く

について、文 言
ぶんげん

を加
くわ

える。 

 （15）入 所
にゅうしょ

決 定
けってい

権 限
けんげん

の市 町 村
しちょうそん

関与
かんよ

にある、「専 門 性
せんもんせい

の確保
かくほ

及
およ

び地域
ちいき

格差
かくさ

を生
う
まないために都道府県

とどうふけん
が入 所

にゅうしょ
を決 定

けってい
することとしても」を削 除

さくじょ
する。 

 （16）障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の「入 所
にゅうしょ

決 定
けってい

権 限
けんげん

の市 町 村
しちょうそん

関与
かんよ

」と「特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

寄 宿 舎
きしゅくしゃ

」については、結 論
けつろん

の文 章
ぶんしょう

を加
くわ

える。 

 （17）保護者
ほごしゃ

、きょうだい支援
しえん

にある、異
こと

なる取 扱
とりあつか

いの文 言
ぶんげん

は、不利益
ふりえき

が生
しょう

じな

いに修 正
しゅうせい

する。 
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 （18）単価
たんか

について、項
こう

を立
た
て、月 額

げつがく
単価
たんか

の導 入
どうにゅう

について加
くわ

える。未納
みのう

問 題
もんだい

に

ついても、盛
も
り込

こ
む。 

 （19）人 材
じんざい

育 成
いくせい

、 専 門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

について、項
こう

を新
あたら

しく立
た
て、加

くわ
える。 

 

・これらの内 容
ないよう

を踏
ふ
まえて、修 正

しゅうせい
したい。尐

すく
なくとも 6日

か
には、メール

め ー る
で送

そう
付
ふ
したい

と 思
おも

う。報 告 書
ほうこくしょ

の締 切
しめきり

は、9日
か
だ。 本 日

ほんじつ
、 主

おも
な修 正

しゅうせい
については 確 認

かくにん
できた

ので、最後
さいご

の 文 言
もんごん

調 整
ちょうせい

は、座 長
ざちょう

、副 座 長
ふくざちょう

に一 任
いちにん

して欲
ほ
しい。 

以 上
いじょう

 


